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連想法を用いた情意ベクトルによる授業評価








筆者らは既に､授業を ｢授業者や学習者を含めた環境 (学習環境 :E)の中で､授業者
が適当と考えた指導法 (学習指導法 :∫)に従い､具体的な事例や資料､器具等 (学習用
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最近は各大学においてもそれぞれの講義の授業評価を実施している｡本学の場合は､例
えば､｢教材 ･教具 (教科書､黒板､OHPなど)の使われ方は効果的だった｣ ｢抽象的な
概念や理論があってもわかりやすかった｣ ｢授業担当者は効果的に学生の参加 (発言､作











































私たちが評価しなければならないのは､知識や概念 (学習概念)が ｢難しい｣のか ｢や






















線を引けば､｢面白かったこと｣- ｢面白くなかったこと｣及び ｢難しかったこと｣- ｢や
さしかったこと｣ に対する情意ベクトルが完成する｡このときこれらの軸で区切られた各
















表 1 生活科の授業 (前期及び後期)のあらまし







◎学習概念 :ものは何故 ｢浮いて飛ぶのか｣ ◎学習概念 :ものは何故 ｢浮いて飛ぶのか｣
作った紙飛行機を教室の後ろから黒板まで飛ば 作った割りばし飛行機を教室の後ろから黒板まで
すことができるように調整するo 飛ばすことができるように調整するo
◎学習用素材 :大型の封筒をB5版の大きさに切り ◎学習用素材 :割りぱし､ケント紙 (飛行機の胴体､
出し､この紙で折り紙飛行機を製作oよく飛ぶ 主翼､尾翼を印刷してある)などo
ように調整するo ハサミで切り出し､接着剤等を用いて飛行機を作り､
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表 2 生活科 (前期);〔難 しい(Difficult)/やさしい(Easy)〕と〔面白い(Interesting)/面白くない
(Uninteresting)〕の各カテゴリーに対する反応語数 (被験者数 :29名)
Difficult(Di) Easy(E) (Di)-(E) (%) Ⅰnteresting( Ⅰ ) Uninte resting(UⅠ ) (Ⅰ)-(UⅠ) (%)
AA 6 ll -5 -17.2 6 3 3 10.3
AM 15 1 14 48.3 7 1 6 20.7
AS 9 6 3 10.3 13 2 ll 37.9
A(o仇er) ll 7 4 13.8 9 1 8 27.6
A(Total) 41 25 16 55.2 35 7 28 96.6
CA 9 0 9 31.0 ll 0 ll 37.9
CM 17 0 17 58.6 13 2 ll 37.9
CS 0 0 0 0.0 5 0 5 17.a
C(o也er) 4 1 3 10.3- 3 0 3 10.3
C(Total) 30 1 29 100.0 32 6 26 89.7
E 0 2 -2 -6.9 7 1 6 20.7
Ⅰ 0 1 -1 ⊥3.4 1 9 -8 -27.6
.ⅠS 2 0 2 6.9 0 3 -3 -10.3.
MO 0 0 0 0.0 2 0 2 6.9
AA: ｢紙飛行機｣製作の具体的な活動に関する反応､AM:･｢木登 りざる｣製作の具体的活動に関す
る反応､AS:｢サウンドマップ｣の具体的な活動に関する反応､A (other) :その他の具体的活動
に関する反応､CA:｢紙飛行機｣に関する概念 ･知識､CM :｢木登 りざる｣に関する概念 ･知識､
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図 1 生 活 科(前 期 );〔難 しい(Difficult)/や さしい(Easy)〕と〔面白い(Interesting)/面白 くない
(uninteresting)〕の情意ベクトル､被 験者数:29名
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表 3 生活科(後期);〔難しい(DifBcult)/やさしい(Easy)〕と〔面白い(Interesting)/面白くない
(Uninteresting)〕の各カテゴリーに対する反応語数 (被験者数 :26名)
Difficult(Di) Easy(E) (Di)-(E) (%) Interesting(Ⅰ) Uninteresting(UⅠ) (Ⅰ)-(UⅠ) (%)
AA 8 6 2 7.7 7 0 7 26.9
AM 10 3 7 26.9 5 0 5 19.2
AS 8 3 5 19.2 4 1 3 ll.5
A(o也er) 2 6 -4 -15.4 9 1 8 30.8
A(Total) ?8 18 10 38.5 25 2 23 88.5
CA 20 0 20 76.9 16 5 ll 42.3
CM 12 0 12 46.2 ll 2 9 34.6
CS 0 0 0 0.0 0 0 0 0.0
C(o仇er) 2 0 2 7.7 2 1 1 3.8
C(Total) 34 0 34 130.8 29 8 21 80.8
E 0 1 -1 -3.8 6 1 5 19.2
Ⅰ 0 2 -2 -7.7 0 3 -3 -ll.5
ⅠS 3 0 3 ll.5 0 3 -3 -ll.5
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3-2 〔難しい/やさしい〕と 〔面白い/面白くない〕の情意ベクトル





図 1及び図2の比較から､｢紙飛行機の製作｣に関する知識 ･概念 (CA) と具体的な活
動 (AA)以外はほぼ同じような傾向を示している｡既に述べた ｢授業のあらまし｣でも示
した ｢折り紙飛行機の製作 (前期)｣と ｢割 りばし飛行機の製作 (後期)｣では､その難易
に相当な開きがある｡当然 ｢折り紙飛行機｣の方が製作が容易であるが､飛行機 として飛







総合的な授業評価を試みれば､具体的な活動に関すること (A (Total))や知識 ･.概念に
関すること (C (Total))は､受講生に ｢難しいけど､面白い｣ と感じられ､知識 ･概念に
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表 4 生活科(前期);〔面白い(Interes血g)/面白くない(Uninteresting)〕と〔深まったこと(Deepen)/
深まらなかったこと(NotDeepen)〕の各カテゴリーに対する反応語数(被験者数 :29名)
ⅠnterestingUninte resting ( Ⅰ ) - (UⅠ ) (%) Deepen NotDeepen(De)-(ND)(%)
(Ⅰ) (UⅠ) (De) (ND)
AA 6 3 3 10.3 0 0 0 0.0
AM 7 1 6 20.7 0 0 0 0.0
AS 13 2 ll 37.9 0 0 0 0.0
A(o仇er) 9 1 8 27.6 9 0 9 31.0
A(Tわtal) 35 7 28 96.6 9 0 9 31.0
CA ll 0 ll 37.9 4 3 1 3.4
CM 13 2 ll 37.9 4 1 3 10.3
CS 5 0 5 17.2 12 0 12 41.4
C(other) 3 0 3 10.3 24 0 24 82.8
C(Total) 32 6 26 89.7 44 4 40 137.9
E 7 1 6 20.7 0 0 0 0.0
Ⅰ 1 9 -8 -27.6 0 0 0 0.0
ⅠS 0 3 -3 -10.3 0 0 0 0.0
MO 2 0 2 6.9 14 0 14 48.3
AA:｢紙飛行機｣製作の具体的な活動に関する反応､AM : ｢木登 りざる｣製作の具体的活動に関す
る反応､AS:｢サウンドマップ｣の具体的な活動に関する反応､A (other) :その他の具体的活動
に関する反応､CA: ｢紙飛行機｣に関する概念 ･知識､CM : ｢木 登りざる｣に関する概念 ･知識､
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表 5 生活科(後期);〔面白い(Interesting)/面白くない(Uninteresting)〕と〔深まったこと(Deepen)/
深まらなかったこと(NotDeepen)〕の各 カテゴ リーに対す る反応語数 (被験者数 :26名)
ⅠnterestingUninteresting(Ⅰ)-(UⅠ) (%) Deepen NotDeepen(Di)-(ND)(%)
(Ⅰ) (UⅠ) (De) (ND)
AA 7 0 7 26.9 1 0 13.8
AM 5 0 5 19.2 0 0 0 0.0
AS 4 1 3 ll.5 0 0 0 0.0
A(o仇er) 9 1 8 30.8 2 0 2 7.7
A(Total) 25 2 23 88.5 3 0 3 ll.5
CA 16 5 ll 42.3 7 3 4 15.4
CM ll 2 9 34.6 3 2 1 3.8
CS 0 0 0 0.0 8 2 6 23.1
C(o仇er) 2 1 1 3.8 18 2 16 61.5
C(Total) 29 8 21 80.8 36 9 27 103.8
E 6 1 5 19.2 2 1 1 3.8
Ⅰ 0 3 -3 -ll.5 0 1 -1 -3.8
ⅠS 0 3 -3 -.ll.5 0 1 -1 -3.8
MO 0 0 0 0.0 ll 1 10 38.5
AA:｢紙飛行機｣製作の具体的な活動に関する反応､AM:｢木登 りざる｣製作の具体的活動に関す
る反応､AS:｢サウン ドマップ｣の具体的な活動に関する反応､A (other):その他の具体的活動




























図 4 生活科(後期);〔面白い(Interesting)/面 白 くない(Uninterest ing)〕 と 〔深 まったこと
(Deepen)/深 まらなか ったこと (NotDeepen))の情意 ベク トル､被験者数 :26名
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図 3及び図 4に示すように､ 3回の授業におけるそれぞれの活動 も､知識 ･概念の獲得
ほどではないが､ ｢深まったこと｣ として現れている｡個々の項 目について検討すれば､
｢音｣に関する興味 ･関心が､ この授業を通 して変化 していることが鏡がえる｡ しか し､
｢紙飛行機｣や ｢木登 り猿｣ は ｢深まったこと｣の度合いが低い｡
受講生が ｢深まったこと｣ として上げたものの一つに ｢オモチヤ作 りの中に､科学 ･技
術が潜んでいることに気がついた｣ や ｢身近なものの中に､面白いものがある｣などの､




えたい知識 ･概念 もおおむね受講生にとって好評であったと判断 している｡









業を ｢授業者や学習者を含めた環境 (学習環境 :β)の中で､授業者が適当 と考えた指導
汰 (学習指導法 :I)に従い､具体的な事例や資料､器具等 (学習用素材 :M)を通 して､
授業者が伝えようとする (学習者側から見れば獲得するであろう)教科専門領域のある内
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